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A)他チームの発表から参考になった点 
 他チームの発表で参考になった点は、交通問題をインフラ整備に限定せず、
⼈々の⾏動変容や技術の活⽤に注⽬していた点である。地域特有の仮想通貨を
公共交通の利⽤と結びつける提案は、利⽤者に直接的なメリットを与えること
で⾏動を変えようとする点が印象的であった。また、道路を発光させるという
案は、豪雪や視界不良といった⾃然条件を前提に、安全性を⾼めようとする現
実的な発想であり、技術による事故防⽌の可能性を⽰していた。 
 
B）⾃チームの提案を踏まえた総合的考察 
 ⾃チームでは、「雪の⽇でも事故を起こさず暮らせる⼭形県」というビジョ
ンを掲げ、冬季特化型交通運⽤、予測・通知型の安全情報提供、移動を減らす
⽣活⽀援という三つの解決策を提案した。私は、このビジョンの重要性は、事
故を個⼈の注意不⾜や運転技術の問題として⽚付けるのではなく、危険な状況
でも移動せざるを得ない社会構造そのものに⽬を向けている点にあると考え
る。地⽅都市では「⾞を使うのが当たり前」という前提が強く、それが結果的
に事故リスクを個⼈に押し付けている現状がある。 
 ⼭形県では、豪雪期であっても通常と同様の交通体系が維持されており、そ
の結果、積雪や凍結した道路を個⼈が運転せざるを得ない状況が⽣まれてい
る。私は、この「通常を維持しようとする姿勢」⾃体が事故を⽣み出す要因に
なっていると考える。 
 そこで、冬季には通常路線を⼀部縮⼩し、デマンド型バスや乗合タクシーを
重点的に運⽤することで、個⼈運転の機会を減らすことが有効である。この仕
組みは、⾼齢者だけでなく、若年層にとっても「雪の⽇は⾞を使わない」とい
う判断を正当化する役割を果たすと考える。 
 事故防⽌において重要なのは、運転技術の向上よりも、危険を回避する判断
ができるかどうかであると私は考える。積雪量や路⾯凍結、事故多発地点を可
視化し、危険度に応じた通知を⾏うことで、住⺠は「今⽇は本当に出かける必
要があるのか」を考えるきっかけを得ることができる。 
 特に⾼齢者に対しては、スマートフォンアプリだけに頼らず、防災無線など
複数の情報伝達⼿段を併⽤することが重要であり、これは情報格差を防ぐとい
う点でも意義があると考える。 



 交通問題は「いかに安全に移動するか」という視点で語られることが多い
が、私は豪雪地域においては「そもそも移動しなくても⽣活できる環境」を整
えることが、最も効果的な事故防⽌策であると考える。 
 冬季限定の移動販売や買い物代⾏、オンライン診療、⾒守りと配送を組み合
わせた⽣活⽀援は、移動回数そのものを減らし、事故リスクを根本から下げる
施策である。これは、「本当は外出したくないが、⽣活のために仕⽅なく出か
けている」という潜在的ニーズに応えるものであり、住⺠の安⼼感の向上にも
つながると考える。 
 他チームの発表を踏まえると、⾃チームの提案にインセンティブや技術を組
み合わせることで、より実効性の⾼い施策になると考える。例えば、冬季にデ
マンド型交通を利⽤した際に地域ポイントを付与し、地元商店で使⽤できるよ
うにすれば、公共交通の利⽤促進と地域経済の活性化を同時に実現できる。 
 また、道路の発光技術や危険箇所の可視化を安全情報と連動させることで、
住⺠の危険認識を⾼め、「今⽇は無理をしない」という選択を後押しできると
考える。 
 授業を通じて、私は地⽅都市の交通問題の本質は、移動⼿段の不⾜ではな
く、危険であっても移動せざるを得ない選択肢しか存在しないことにあると考
えるようになった。 
 地⽅都市における交通問題を総合的に解決するためには、安全な移動⼿段を
整備するだけでなく、移動しない選択肢も含めて⽣活全体を再設計することが
必要である。特に豪雪地域である⼭形県では、交通を「移動の問題」ではなく
「暮らしの問題」として捉え直す視点が、今後ますます重要になると私は考え
る。 
 


